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平川市　尾崎地区　ハザードマップ

500 0 500250 m
1:3,000

凡例

嘉瀬沢(1)溜池 0221020001

嘉瀬沢(2)溜池 0221020002

滝沢堤(下) 0221020005

滝沢堤(上) 0221020006

石橋ノ堤 0221020014

嘉瀬沢3 0221020018

嘉瀬沢4 0221020019

最大水深

0.5m未満

0.5m～1.0m未満

1.0m～1.5ｍ未満

1.5m～2.0m未満

2.0m～2.5m未満

2.5m～3.0m未満

3.0m以上

道路

水域・補助線

鉄道線

水域面

建物面

避難施設

大字界面

字丁目界面

土砂災害特別警戒区域

土砂災害警戒区域

活断層 

活撓曲の矢印

活撓曲の領域 

EX36
活断層入り ZENRIN クレジット

EX36
いざというときは(赤字なし)

EX35
新規スタンプ

EX35
新規スタンプ

EX39
新規スタンプ

EX36
折れ線

EX36
折れ線

EX36
折れ線

EX36
折れ線

EX36
折れ線

EX36
折れ線

EX36
テキストボックス

EX36
タイプライターテキスト
25分後

EX36
テキストボックス

EX36
タイプライターテキスト
25分後

EX36
テキストボックス

EX36
タイプライターテキスト
20分後

EX36
テキストボックス

EX36
タイプライターテキスト
20分後

EX36
テキストボックス

EX36
タイプライターテキスト
15分後

EX36
テキストボックス

EX36
タイプライターテキスト
10分後

EX36
折れ線

EX36
テキストボックス

EX36
タイプライターテキスト
30分後

EX36
楕円

EX36
楕円

EX39
グループ
浅井川

EX39
線

EX39
グループ
浅井川

EX39
線

EX39
グループ
広船川

EX39
線

EX39
グループ
引座川

EX39
線

EX36
テキストボックス
社会福祉法人 白岩会
あらや保育園

EX36
テキストボックス
平川市消防団 
第5分団 第1部

EX36
線

EX39
テキストボックス
県道135号線

EX39
テキストボックス
東北自動車道

EX39
テキストボックス
県道109号線

EX36
尾崎地区_指定避難所一覧

EX36
楕円

EX36
テキストボックス
主要建物等

EX36
折れ線

EX36
テキストボックス
時間毎浸水到達地点

EX36
新規スタンプ

EX36
テキストボックス
避難経路

EX36
折れ線

EX36
折れ線

EX36
新規スタンプ

EX39
長方形

0598
タイプライタ
建設課(ため池担当）

0598
矢印

0598
タイプライタ
建設課(ため池担当）

0598
矢印



◇◇自然災害時に備えた心構えの整理◇◇ 

■ハザードマップの確認 

各自治体には幾つものハザードマップが存在し、

其々の警戒情報が記載されています。これを出来る

だけ一つに纏め、最適な避難方向、避難場所を予め

考えておきましょう。 

◎ハザードマップの種類 

・土砂災害ハザードマップ  

・河川氾濫ハザードマップ 

・地震ハザードマップ 

・ため池ハザードマップ 

・津波ハザードマップ 

 

 

 

 

 

 

 

■災害の予測と事前の行動 

ハザードマップは実際に災害が発生した場合、住

んでいる場所がどのような状況になる可能性がある

かを示したものです。 

災害が発生した場合、住んでいる場所の変化をテ

レビやラジオの天気予報、ニュースを視聴すること

で、事前に予測することが大事です。また自治体の

防災無線や広報車等による情報に気を配り、早めの

行動を起こしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■防災訓練 

災害が発生した場合、速やかな行動をとるために

は通常時の備えが必要です。この備えを確立してお

くためにも、集落単位または町会単位での防災訓練

を行いましょう。 

防災訓練を行うことで、いざという時に何処が危

険で、どの方向が安全かを事前に話し合うことが出

来ます。話し合った内容は、地域の皆さんが判るよ

うに広報や回覧板等で情報を共有しましょう。 

 

 

 

 

 

 

■地域コミュニティーの確立 

災害発生または災害発生前に避難する場合、自助、

共助、公助といった順番で避難しましょう。これに

は日頃からの防災訓練、災害予測を踏まえた災害発

生前の行動を速やかに行う情報共有を行うためにも、

日頃からの地域のコミュニティーが重要となります。

出来るだけ、地域コミュニティーを確立しておきま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

EX39
長方形

EX39
新規スタンプ

EX39
白

EX39
紺色

EX39
新規スタンプ

EX39
新規スタンプ

EX39
スタンプ

EX39
線
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